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                はじめに 
 
 日本薬剤師会にとって、昨年１年間は「薬をコンビニ等の一般小売店で販売させよう」

という総合規制改革会議との戦いに明け暮れました。しかし、その戦いの中で指摘を受け

た薬剤師による薬に関する説明・相談体制の充実や夜間対応の整備などについては真摯に

受け止め、会員へのさらなる徹底を図っているところであります。 
 実際上は、会員の多くが昔から一般用医薬品の販売にあたって顧客の相談に適切に対応

し、夜間対応についても適宜対応してきたと考えております。しかしその一方で、社会か

らそのことが認知されていないことも事実であります。したがって、より一層、社会に見

える形で医薬品の取り扱いに薬剤師が係っていくことの必要性を感じているところであり

ます。その意味において、薬について詳しい薬剤師が一般用の医薬品の販売を通してアン

チ・ドーピング活動に積極的に関与していくことは、薬剤師職能をアピールする上で有用

な手段の一つと考えております。 
 ドーピングは、不公正であったり、危険を伴う行為であるだけでなく、スポーツ生命に

も影響してしまいます。しかし、国体や高校総体に出場する選手の多くは、必ずしもスポ

ーツドクター等の専門家の全面的支援を得られているわけではありません。そのため、風

邪気味だからといってかぜ薬を、また、胃もたれがするからといって健胃消化剤を安易に

購入して服用してしまい、検査で陽性になることもあります。 
 例え禁止薬物の知識があって、包装に記載される成分で禁止薬物が含まれていないこと

を確認したとしても、それだけでは不十分です。健胃薬の成分であるホミカという生薬に

は、興奮物質として禁止されているストリキニーネが含有されており、服用すると検査で

陽性になることもあります。薬剤師以外にこのことに気がつく人は殆どいないでしょう。 
 このような故意ではないドーピングを未然に防止する上で、最も実効を上げられる立場

にいるのが薬局の薬剤師です。昨年、静岡で開催された国体において実際に静岡県薬剤師

会がこの活動に取り組み、このことを証明するだけでなく、社会的にも高い評価を得てお

ります。 
 そこで、日本薬剤師会は「アンチドーピングに関する特別委員会」を設置し、本年度は

埼玉で行われます夏と秋の国体における埼玉県薬剤師会の活動を支援しながら、薬剤師に

よるアンチ・ドーピング活動の全国展開を本格的に模索することになりました。 
 本書「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」は、その委員会活動の一環と

して日本体育協会アンチドーピング部会ドーピングデータベース作業班等の協力を得て作

成されたものであります。是非、薬局現場等で大いに活用し、青少年の健全なスポーツ育

成に貢献するとともに、薬剤師の存在をアピールしていただきたいと考えております。 
 なお、本ガイドブックの作成に際し、ご協力いただいた日本薬剤師会アンチ・ドーピン

グに関する特別委員会、日本体育協会アンチドーピング部会ドーピングデータベース作業

班、埼玉県体育協会スポーツ科学委員会・アンチドーピング小委員会、彩の国まごごろ国

体実行委員会、埼玉県薬剤師会、静岡県薬剤師会の方々に心より感謝申し上げます。 
 
   ２００４年７月 
                          日 本 薬 剤 師 会 
                            会 長  中  西  敏  夫 



本書について 

 
2004 年 1 月 1 日、今までのオリンピックムーブメントアンチ・ドーピング規程

（OMADC）がその役割を終え、世界アンチ・ドーピング規程（WADC）が発効し、すべ

ての競技団体が国際基準の禁止リスト(p.34～35 参照)を利用することになりました。

2004 年埼玉県で開催される「彩の国まごころ国体」ではこの禁止リストが適用され

ます。 

2004 年禁止リストは OMADC と比べ、禁止物質にカンナビノイド類、糖質コルチコ

イド類が加えられ、β2-作用薬が独立しました。 

また、禁止物質の中で医薬品として広く市販され、ドーピング物質として乱用さ

れにくく、不注意によりアンチ・ドーピング違反を誘いやすい物質が「指定物質」

として指定され、これらの使用が競技能力の向上でないことを競技者が立証できれ

ば制裁が軽くなることがあります。 

その他、禁止リストに掲載されていない物質のうち、競技における薬物乱用パタ

ーンを把握した方が得策であると WADA が判断した場合、その物質に関する「監視プ

ログラム（モニタリングプログラム）」を策定できるようになりました。 

以上を踏まえて、「薬剤師のためのアンチ・ドーピングガイドブック」を作成しま

した。 

 

1. 使用可能薬を探す 
使用可能な医薬品を選択する場合には、まず、一般用医薬品(大衆薬；OTC Drugs)

か医療用医薬品(Ethical Drugs)の「はじめに」を読んでください。次に、薬効別の

四角に囲まれた（注意）を読み、<使用可能薬例>の表の中から商品名を探してくだ

さい。 

 

2. サプリメントなどの健康食品の対応について 
特に気をつけたい市販の一般用医薬品の「その他」を参照してください。 

基本的な対応は、 

・化学種（有効成分）単独（ビタミン、補酵素）ならばそのもの自体はドーピン

グ物質でない。 

・天然物由来のもの、合成品であっても組成が明かでなくメーカーがその純度を

保証しないものは判断ができない。 

・個別の製品について、使用のお墨付きを与えるものではない。 

ということを明らかにし、原則は「自己責任」であり、検査の際、採尿票に正し

く申告するようアドバイスします。 

また、JADA オフィシャルスポンサーシッププログラムにより認定されたスポーツ

ドリンク、エネルギーアシスト系食品等の競技者が飲用、食用する機会が多い飲料

及び食品もあります。１年ごとに更新されますので、下記の財団法人日本アンチ・

ドーピング機構のホームページを参照してください。 

 

http://www.anti-doping.or.jp/sponsor/index.html 
 

3. 使用可能の可否に迷ったら 
  不明な点は本ガイドブックの『ホットラインサービス』にてご確認ください。決

して安易な判断はしないでください。 
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１. 使用可能薬リスト／一般用医薬品(大衆薬)：OTC DRUGS 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
(1)解熱鎮痛薬 
（注意） 

● カフェインは 2004.1.1 禁止物質からモニタリング物質に変更となり使用可能であるが、

検査結果は従来通り報告されることがある。 
● ほとんど同じような名前でも成分が全く異なることがある（バファリンと名前が付いて

もアスピリンではないものもある）。 
（例）バファリン A（アスピリン）、バファリンエル（アセトアミノフェン） 

 

＜使用可能薬例＞  

成分名 商品名 メーカー名 
アスピリン バイエルアスピリン バイエル薬品-明治製菓 
アスピリン・合成ヒドロタルサイト バファリン A ライオン 
アセトアミノフェン タイレノール A ジョンソン・エンド・ジョンソン-武田薬品

アセトアミノフェン・エテンザミ

ド・アリルイソプロピルアセチル

尿素 

セレナーデ 京都薬品-三共 

イブプロフェン イブ 
エコルネ 
クラライット A 
フェリア 
リングルアイビージェルカプセル

エスエス製薬 
堀井薬品 
龍角散 
ダイト-武田薬品 
佐藤製薬 

 
(2)総合感冒薬 
 
 
 
 

はじめに 
● ドーピング禁止物質を含まない薬品、あるいは禁止物質が含まれていても使用方法を守れ

ば許可される国内の薬品の例をあげました。その使用方法については添付文書をよく読ん

でください。 
● おもに健康なスポーツ選手の急性の病気につかう内服薬、外用薬をあげています。 
● 名前全体が完全に一致することを確かめてください。ほとんど同じような名前でも、頭に

「新」が、終わりに「錠」や「会社名」がついているだけで組成が異なることもあります。

● ここにあげた薬だけが許可されているわけではありません。一部の例示なので、他にも使

える薬はたくさんあります。 
● 製造が中止されているものもありますが、店頭に販売されていると思われるものをあげて

います。 

●かぜ薬について基本的な考え方 
カフェイン、フェニルプロパノールアミン、プソイドエフェドリンなどが禁止物質か

ら外れたため、禁止物質を含む総合感冒薬は以前より減った。しかし、これらの薬剤は

使用をモニターされる。また身体の中で禁止物質に変化して誤解される恐れのあるもの

もある。 
いずれにせよ、かぜに直接に有効な薬はなく、症状にあわせて禁止物質を含まない薬

を組み合わせて使用するほうが安全である。 
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＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名 メーカー名 
アセトアミノフェン・マレイン酸ク

ロルフェニラミン・クエン酸ペント

キシベリン 

コルゲンコーワ錠 興和-興和新薬 

アスピリンアルミニウム・アセトア

ミノフェン・エテンザミド・地竜エ

キス散・塩酸ジフェニルピラリン・

臭化水素酸デキストロメトルファ

ン・グアヤコールスルホン酸カリウ

ム・カンゾウエキス・セネガ乾燥エ

キス 

ストナW  
 

佐藤製薬 

イブプロフェン・リン酸ジヒドロコ

デイン・グアヤコールスルホン酸カ

リウム・塩酸ジフェニルピラリン・

無水カフェイン 

ストナアイビー 佐藤製薬 

塩酸フェニルプロパノールアミン・

塩酸ジフェニルピラリン・アセトア

ミノフェン・エテンザミド・リン酸

ジヒドロコデイン・グアヤコールス

ルホン酸カリウム・無水カフェイン 

ストナサイナス細粒 
 

佐藤製薬 

イブプロフェン・塩酸フェニルプロ

パノールアミン・マレイン酸クロル

フェニラミン・リン酸ジヒドロコデ

イン、無水カフェイン 

ベンザブロック 
 

武田薬品 
 

アセトアミノフェン・塩酸フェニル

プロパノールアミン・マレイン酸ク

ロルフェニラミン・リン酸ジヒドロ

コデイン・セラペプターゼ・無水カ

フェイン・水酸化アルミニウム･炭酸

水素ナトリウム共沈物 

ベンザブロックＳＰ 
 

武田薬品 
 

アセトアミノフェン・塩酸フェニル

プロパノールアミン・マレイン酸ク

ロルフェニラミン・臭化水素酸デキ

ストロメトルファン・セラペプター

ゼ・無水カフェイン・塩酸フルスル

チアミン・リボフラビン 

ベンザブロックＳＰカプセ

ル 
武田薬品 
 

アセトアミノフェン・塩酸フェニル

プロパノールアミン・マレイン酸ク

ロルフェニラミン・リン酸ジヒドロ

コデイン・セラペプターゼ・無水カ

フェイン・水酸化アルミニウム・炭

酸水素ナトリウム共沈物 

ベンザブロックＳＰ錠 武田薬品 
 

（注意） 
● 多くの総合感冒薬には禁止物質が含まれている。 
● 競技会３日前までには服用を止める。 
● エフェドリン、麻黄（エフェドリン類）は禁止物質。（WADA 禁止リスト S1.興奮剤）
● ほとんどの漢方薬（葛根湯など）には禁止物質が含まれている。 
● 似たような名前で処方が異なるものに注意。（例）「ベンザ」や「ストナ」と名前がつく

ものは多数あるので、名前が完全に一致することを確認。 
（例）○ストナアイビー、×ストナアイビー顆粒 

● パブロンや新ルルシリーズには禁止物質（メチルエフェドリン、麻黄）が含まれている。

● カフェイン、フェニルプロパノールアミン、プソイドエフェドリンは 2004.1.1 禁止物

質からモニタリング物質に変更となり使用可能であるが、検査結果は従来通り報告さ

れることがある。 



 - 3 - 

イブプロフェン・塩酸フェニルプロ

パノールアミン・マレイン酸クロル

フェニラミン・リン酸ジヒドロコデ

イン・無水カフェイン 

ベンザブロック錠 武田薬品 
 

アセトアミノフェン・サリチルアミ

ド・マレイン酸クロルフェニラミ

ン・塩酸ノスカピン・カフェイン・

ビタミン C 

新エスタック 12 
新エスタック「Ｗ」 

エスエス製薬 

 
 
(3)総合感冒薬【外用】 
 
＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名 メーカー名 
dl-カンフル・テレビン油・ｌ-メ
ントール・ユーカリ油・ニクズク

油・杉葉油 

ヴィックスヴェポラッブ 大正製薬 

 
 
(4)鎮咳・去痰薬 
（注意） 
● エフェドリン、麻黄（エフェドリン類）、メチルエフェドリン、メトキシフェナミン、ト

リメトキノールは禁止。（WADA  禁止リスト S1.興奮剤） 
● フェニルプロパノールアミン、プソイドエフェドリンは 2004.1.1 禁止物質からモニタリ

ング物質に変更となり使用可能であるが、検査結果は従来通り報告されることがある。

● リン酸コデイン 100倍散は可。（100倍散以外は麻薬。） 
 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

リン酸ジヒドロコデイン・塩化リゾ

チーム・マレイン酸クロルフェニラ

ミン 
エスエスブロン「カリュー」 エスエス製薬 

臭化水素酸デキストロメトルファン 
・ジプロフィリン・塩化リゾチーム 

スカイナーせき・たん用   エーザイ 
フェノールフタリン酸デキストロメ

トルファン・グアヤコールスルホン

酸カリウム・塩化セチルピリジニウ

ム 

ストナコフドロップ   佐藤製薬 

リン酸ジヒドロコデイン・塩化リゾ

チーム・マレイン酸クロルフェニラ

ミン 
新ルビカップ  日水製薬 

 
 
(5)胃腸薬＜①胃炎・胃潰瘍、②腹痛（鎮痙・鎮痛薬）、③健胃・総合胃腸薬（配合薬）＞ 
（注意） 
● ホミカ（ストリキニーネ）は禁止。（WADA  禁止リスト S1.興奮剤） 
● ホミカ（ストリキニーネ）を含むものは競技会１週間前までには服用を止める。 
● 似たような名前で処方が異なるものに注意。 
（例）○イノセア胃腸内服液、×イノセア消化薬 

   ○ワクナガ胃腸薬Ｕ、×ワクナガ胃腸薬Ｇ  

● 局所麻酔薬（オキセサゼイン：スイッチ OTC薬）は 2004.1.1から使用可能。 
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＜使用可能薬例―①胃炎・胃潰瘍＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

シメチジン アルサメック錠、細粒 佐藤製薬 
シメチジン・ケイ酸アルミン酸
マグネシウム・炭酸水素ナトリウ

ム・合成ヒドロタルサイト 
 

ザッツブロック、錠 
センロックエース、錠 
スカイジン 
 
住友胃腸薬スコープ 

住友製薬-武田薬品 
住友製薬-第一製薬 
住友製薬-住友製薬ヘルスケア、日東薬品、
日邦薬品 
住友製薬-住友製薬ヘルスケア 

シメチジン・アルジオキサ・ケ
イ酸アルミン酸マグネシウム 

パンシロンＨ2ベスト 
フロンティア錠 

藤沢薬品-ロート製薬 
藤沢薬品 

塩酸ラニチジン・ケイ酸アルミ
ン酸マグネシウム・酸化マグネシウ

ム・水酸化アルミナマグネシウム 

三共Ｚ胃腸薬 
アバロンＺ 

三共 
大正製薬 

ファモチジン ガスター10、散 山之内製薬 
乾燥水酸化アルミニウムゲル・水酸

化マグネシウム・ジメチルポリシロ

キサン（ジメチコン） 

マーロックスプラスチュアブル 
 

山之内製薬 

 

＜使用可能薬例―②腹痛（鎮痙・鎮痛薬）＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

臭化ブチルスコポラミン 
 

ストマオフ糖衣錠 
ブスコパンＡ錠 
ブチスコミン 
ブスポンＳ 

ダイト-ゼリア新薬 
日本ベーリンガーインゲルハイム-エスエス
佐藤製薬 
東洋ファルマー-小林薬品・三友薬品 

臭化ブチルスコポラミン・メ
タケイ酸アルミン酸マグネシウム 

ブスコパンＭカプセル 
 

日本ベーリンガーインゲルハイム-エスエス
 

塩酸ジサイクロミン・乾燥水酸化ア

ルミニウムゲル・酸化マグネシウム 
コランチル A顆粒 塩野義製薬 

 

＜使用可能薬例―③健胃・制酸・総合胃腸薬（配合薬）＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

ロートエキス・ケイ酸アルミン酸マ

グネシウム・スクラルファート 
中外胃腸薬細粒 中外製薬 

ロートエキス・スクラルファート・

合成ヒドロタルサイト・ケイ酸アル

ミン酸マグネシウム・アズレンスル

ホン酸ナトリウム・L-グルタミン 

新中外胃腸薬顆粒 中外製薬 

ロートエキス（10 倍散）・炭酸水素
ナトリウム・リパーゼ AP6・ジアス
メン SS・スクラルファート 

中外胃腸薬 中外製薬 

ロートエキス・メタケイ酸アルミン

酸マグネシウム・スクラルファー

ト・ソウジュツ乾燥エキス 

イノセアグリーン 佐藤製薬 

メタケイ酸アルミン酸マグネシウ

ム・スクラルファート・合成ヒドロ

タルサイト・コウボク流エキス・ソ

ウジュツ流エキス 

イノセア胃腸内服液 佐藤製薬 

ロートエキス・銅クロロフィリンカ

リウム・水酸化マグネシウム・無水

リン酸水素カルシウム 

サクロンＳ錠 サンノーバ-エーザイ 

ロートエキス・銅クロロフィリンナ

トリウム・アルジオキサ・乾燥水酸

化アルミニウムゲル・水酸化マグネ

シウム・酸化マグネシウム 

シグナル胃腸薬グリーン エスエス製薬 

ロートエキス・炭酸水素ナトリウ

ム・メタケイ酸アルミン酸マグネシ

ウム・ヒドロタルサイト・ケイヒ・

ウイキョウ・チョウジ・プロザイム・

ビオヂアスターゼ・ニューラーゼ 

新大正胃腸薬 大正製薬 
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ロートエキス・炭酸水素ナトリウ

ム・重質炭酸マグネシウム・水酸化

アルミナマグネシウム・ジアスメン

SS・プロザイム・沈降炭酸カルシウ
ム・ケイヒ・ケイヒ油・シュクシャ・

センブリ・L-グルタミン 

パンシロンＧ ロート製薬 

水酸化マグネシウム 小粒ミルマグ錠 
スイマグ 

エムジーファーマ 
三保製薬研究所 

タカヂアスターゼ・リパーゼ AP12・
有胞子性乳酸菌・アカメガシワエキ

ス・カンゾウ末・ケイ酸アルミン酸

マグネシウム・水酸化マグネシウ

ム・合成ヒドロタルサイト・オウバ

ク末・ケイヒ末・ウイキョウ末・チ

ョウジ末・ショウキョウ末・ｌ－メ

ントール 

新三共胃腸薬細粒 三共 

合成ヒドロタルサイト・沈降炭酸カ

ルシウム・ロートエキス散・アルジ

オキサ・アズレンスルホン酸ナトリ

ウム 

ワクナガ胃腸薬Ｕ 湧永製薬 

乾燥酵母 エビオス錠 アサヒフードアンドヘルスケア 
ウルソデオキシコール酸・ビオジア

スターゼ 2000・リパーゼ AP6・ケイ
ヒ末・ウイキョウ末・ゲンチアナ末 

ハイウルソ顆粒 三菱ウェルファーマ-佐藤製薬 

 
 
(6)消化薬 
 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

タカヂアスターゼ N1 新タカヂア錠 三共 
 
 
(7)便秘治療薬 
（注意） 
● 女性薬の便秘効果薬に注意。カタカナ表記でも漢方薬のものがある。 
（例）×コッコアポ A錠・S錠（防風通聖散のため禁止物質エフェドリン類含有） 

 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

アロエ末 アロエ錠 各社 
アロエエキス・センノシド 新サラリン 大塚製薬 
センナ成分（末・エキス・

実・実末・センノシド） 
センナ 各社 

センナ実・プランタゴオバタ種子 サトラックス 佐藤製薬 
センノシド・プランタゴオバタ種子 ウィズワン ゼリア新薬 
センナ末・ダイオウ末 ハイベン 大杉製薬 
センノシド・ビサコジル カイベール C アラクス 
センノシドカルシウム・ビフィ

ズス菌 
ビフィーナ便秘薬 森下仁丹 

ビサコジル コーラック 大正製薬 
ビサコジル・ジオクチルソジウムス

ルホサクシネート・塩酸ピリドキシ

ン 

サトラックスエース 佐藤製薬 

ピコスルファートナトリウム ピコラックス 佐藤製薬 
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グリセリン 
 

イチジク浣腸 
グリセリン浣腸 

イチジク製薬 
各社 

酸化マグネシウム スルーシア 佐藤薬品工業 
 
 
(8)整腸薬・下痢止め 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名 メーカー名 
塩酸ロペラミド イノック下痢止め 

シグナル下痢止め 
湧永製薬 
エスエス製薬 

タンニン酸アルブミン・ゲンノショ

ウコエキス・ロートエキス・フェカ

リス菌末 

ビオフェルミン止瀉薬 ビオフェルミン製薬-武田薬品 

ビオラクチス原末・ビフィズス菌原

末 
ヤクルトＢＬ整腸薬 ヤクルト本社 

ビフィズス菌・ラクトミン わかもと整腸薬 わかもと製薬 
宮入菌末 強ミヤリサン（錠） ミヤリサン 
コンクアシドフィルス菌末・コンク

ビフィズス菌末・コンクフェカリス

菌末 

新ビオフェルミンＳ錠・Ｓ細

粒 
ビオフェルミン製薬-武田薬品 

 
 
(9)アレルギー用薬 
（注意） 
● ステロイド剤は禁止。（WADA 禁止リスト S9.糖質コルチコイド類） 
● ステロイド入り軟膏・点眼・点鼻は事前に医師による『略式手続』が必要。 
● フェニルプロパノールアミンは 2004.1.1 禁止物質からモニタリング物質に変更となり

使用可能であるが、検査結果は従来通り報告されることがある。 
● 市販のアレルギー薬には禁止物質やモニタリング物質の配合薬が多い。 

 

＜使用可能薬例＞  

成分名 商品名 メーカー名 
メキタジン 
 

リニカット 
リリース錠 

ダイト-山之内製薬 
アズウェル 

塩酸ジフェンヒドラミン レスタミンコーワ糖衣錠 興和新薬 
マレイン酸クロルフェニラミン・グ

ルコン酸カルシウム・アスコルビン

酸 
タミナス A錠    湧永製薬 

マレイン酸クロルフェニラミン・グ

リチルリチン酸二カリウム 
プラタギン 三宝製薬 

マレイン酸クロルフェニラミン・グ

リチルリチン酸カリウム・リン酸ピ

リドキサール 

アレギトール 
 

日邦薬品工業 
 

マレイン酸クロルフェニラミン・グ

リチルリチン酸カリウム・塩酸ピリ

ドキシン・グルコン酸カルシウム 

アレルギール錠 三共 

マレイン酸クロルフェニラミン・グ

リチルリチン酸アンモニウム・塩酸

ピリドキシン・リボフラビン 

アネミン内服錠 日水製薬 
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(10)吐き気・乗り物酔い予防薬 
（注意） 
カフェインは 2004.1.1 禁止物質からモニタリング物質に変更となり使用可能であるが、検

査結果は従来通り報告されることがある。 
 

＜使用可能薬例＞  
成分名 商品名 メーカー名 

塩酸メクリジン センパア S 

タイザー 

大正製薬 

テイカ製薬-ファイザー製薬 
塩酸メクリジン・臭化水素酸スコポ

ラミン 
センパア 大正製薬 

塩酸メクリジン・d-マレイン酸クロ

ルフェニラミン・ビタミン B6 
アネロンチュアブル    エスエス製薬 

塩酸メクリジン・ジプロフィリン スヨロミン 三宝製薬 

ジメンヒドリナート ドライブソフト A 長生堂製薬 

サリチル酸ジフェンヒドラミ

ン・ジプロフィリン 
トラベルミン エーザイ 

 
 
(11)催眠・鎮静薬 
（注意） 
● パフォーマンスの低下と競技中の事故に注意！ 

 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

塩酸ジフェンヒドラミン ドリエル エスエス製薬 
ブロムワレリル尿素・アリルイソプ

ロピルアセチル尿素・塩酸ジフェン

ヒドラミン 

ウット 伊丹製薬 

 
 
(12)鉄欠乏性貧血薬 
（注意） 
● 生薬由来成分が配合されている鉄剤は注意。 

 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

フマル酸第一鉄・硫酸銅・硫酸コバ

ルト・硫酸マンガン・ビタミン B12 
・ビタミン E酢酸エステル・ビタミ
ン B6・ビタミン C・葉酸・肝臓末・
銅クロロフィリンカリウム・銅クロ

ロフィリンナトリウム 

エミネトン 
 

佐藤製薬 
 

マスチゲン・ビタミン B1 硝酸塩・
ビタミン B2・フマル酸第一鉄・ビタ
ミン B12・ビタミン E 酢酸エステ
ル・ビタミン B6・ニコチン酸アミ
ド・ビタミン C・葉酸・リン酸水素
カルシウム・硫酸銅・硫酸コバルト 

マスチゲン－Ｓ錠 日本臓器製薬 

溶性ピロリン酸第二鉄・シアノコバ

ラミン 
ヘマニック 全薬 

溶性ピロリン酸第二鉄・シアノコバ

ラミン・ビタミン B6 
フマレッドカプセル エスエス製薬 
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(13)痔疾用薬 
（注意） 
● 多くの坐薬・軟膏にはステロイドなどの禁止物質が含まれている。 
● 似たような名前で処方が異なるものに注意。 
（例）○ボラギノールM軟膏、×ボラギノール A注入軟膏 

● ステロイド入り軟膏は事前に医師による『略式手続』が必要。 
 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

静脈血管叢エキス ヘモリンド舌下錠 扶桑薬品 

セイヨウトチノミエキス・コハク酸

dl-α-トコフェロール・アスコルビン
酸ナトリウム・センノシドＡ&Ｂカ
ルシウム 

内服ヘルミチンＡ    佐藤薬品-藤沢薬品 

セイヨウトチノキ種子エキス・ビタ

ミン E酢酸エステル・ボタンピエキ
ス・シコン水製エキス 

内服ボラギノールＥＰ    
 

天藤製薬-武田薬品 

セイヨウトチノミエキス・イノシト

ールヘキサニコチネート・コハク酸

トコフェロールカルシウム・カルバ

ゾクロム・センノシドカルシウム 

エスジール錠 エスエス製薬 

アミノ安息香酸エチル・タンニン

酸・dl-カンフル・カカオ脂・アミノ
エチルスルホン酸 

 
タウリン坐薬 

 
湯の川製薬 

バイモ・ダイフウシ・ニンジン・ダ

イオウ・ケイヒ・カンゾウ・ミツロ

ウ・ゴマ油 

不思議膏 ヒサヤ大黒堂 

リドカイン・グリチルレチン酸・ア

ラントイン・ビタミン E酢酸エステ
ル 

ボラギノールM軟膏 天藤製薬-武田薬品 

 
 
(14)鼻づまり（耳鼻用） 
（注意） 
● 多くの点鼻薬には硝酸ナファゾリンなどの血管収縮剤やステロイドなどの禁止物質また

は関連物質が含まれている。 
● ステロイド入り点鼻薬は事前に医師による『略式手続』が必要。 
● 硝酸ナファゾリンなどの血管収縮剤の点鼻などの局所使用は許される。しかし、何回も

多量に使用して体内に吸収されると、ドーピング違反が疑われる可能性がある。 
 

＜使用可能薬例＞  
成分名 商品名 メーカー名 

クロモグリク酸ナトリウム・塩酸ナ

ファゾリン・マレイン酸クロルフェ

ニラミン 

アルガード CT 鼻炎スプレー

エージーノーズ 

ナザールブロック 

藤沢薬品-ロート製薬 

藤沢薬品 

藤沢薬品-佐藤製薬 

 
 
(15)目薬＜①感染症・②ビタミン類･疲れ目・③人工涙液･ドライアイ・④洗眼液・⑤花粉症･抗アレルギー＞ 
（注意） 
● ステロイド入り点眼薬は事前に医師による『略式手続』が必要。 
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＜使用可能薬例―①感染症＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

スルファメトキサゾールナトリ

ウム・グリチルリチン酸二カリ

ウム・コンドロイチン硫酸ナト

リウム・アミノエチルスルホン

酸 

抗菌アイリスα ファーマパック-大正製薬 

スルファメトキサゾール・グリ

チルリチン酸二カリウム 
ノアール SG 
ノアールワン SG 
マイティア抗菌目薬 

佐藤製薬 
佐藤製薬 
千寿製薬-武田薬品 

スルファメトキサゾール・グリ

チルリチン酸二カリウム・マレ

イン酸クロルフェニラミン・ア

ミノエチルスルホン酸 

サンテ抗菌新目薬 参天製薬 

スルファメトキサゾールナトリ

ウム・グリチルリチン酸二カリ

ウム・マレイン酸クロルフェニ

ラミン・イプシロン-アミノカプ
ロン酸 

ロート抗菌目薬Ｇ ロート製薬 

 

＜使用可能薬例―②ビタミン類・疲れ目＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

マレイン酸クロルフェニラミン・塩

酸ピリドキシン・シアノコバラミ

ン・アミノエチルスルホン酸 

サンテドウ 参天製薬 

塩酸テトラヒドロゾリン・メチル硫

酸ネオスチグミン・グリチルリチン

酸二カリウム・マレイン酸クロルフ

ェニラミン・塩酸ピリドキシン・コ

ンドロイチン硫酸ナトリウム・アミ

ノエチルスルホン酸 

アイリス Rinc 大正製薬 

メチル硫酸ネオスチグミン・イプシ

ロン-アミノカプロン酸・マレイン酸
クロルフェニラミン・塩酸ピリドキ

シン・酢酸 d-α-トコフェロール・ア
ミノエチルスルホン酸・パンテノー

ル 

サンテ４０ハイ 参天製薬 

 

＜使用可能薬例―③人工涙液・ドライアイ＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

塩化ナトリウム・塩化カリウム レンズティア S 参天製薬-エイエムオージャパン 
塩化ナトリウム・塩化カリウム・
結晶リン酸二水素ナトリウム 

アスパラ目薬ソフト 
 

テイカ製薬-田辺製薬 
 

塩化ナトリウム・塩化カリウ

ム・リン酸二水素ナトリウム 
なみだロートコンタクト ロート製薬 

塩化ナトリウム・塩化カリウム・塩

化カルシウム 
マイティアプラス 千寿製薬-武田薬品 

塩化ナトリウム・L-アスパラギン酸
カリウム・アミノエチルスルホン酸 

スマイルコンタクト 日東メディック-ライオン 
塩化ナトリウム・塩化カリウム・ア

ミノエチルスルホン酸 
アイリス CL-Iネオ ファーマバック-大正製薬 

 

＜使用可能薬例―④洗眼薬＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

イプシロン-アミノカプロン酸・マレ
イン酸クロルフェニラミン・コンド

ロイチン硫酸ナトリウム・グリチル

アイボン 日東メディック-小林製薬 
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リチン酸二カリウム・塩酸ピリドキ

シン・酢酸トコフェロール 

イプシロン-アミノカプロン酸・マレ
イン酸クロルフェニラミン・コンド

ロイチン硫酸ナトリウム・アミノエ

チルスルホン酸・L アスパラギン酸
カリウム・グリチルリチン酸ニカリ

ウム 

洗眼アイリス 日本点眼薬研究所-大正製薬 

イプシロン-アミノカプロン酸・マレ
イン酸クロルフェニラミン・グリチ

ルリチン酸ニカリウム・塩酸ピリド

キシン・アミノエチルスルホン酸 

フレッシュアイ AG 日本点眼薬研究所-藤沢薬品 

 

＜使用可能薬例―⑤花粉症・抗アレルギー＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

クロモグリク酸ナトリウム・マ

レイン酸クロルフェニラミン 
アルガード CT点眼薬 
ノアールアレジー 

テイカ製薬-ロート製薬 
藤沢薬品-佐藤製薬 

 
 
(16)うがい薬・口腔・咽喉薬 
 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

ポピドンヨード 浅田飴のどクールスプレー 
イソジンうがい薬 
サリキスＵ 
ネオヨジンうがいぐすり 

浅田飴 
明治製菓 
ジャパンメディック-浅田飴 
岩城製薬 

グルコン酸クロルヘキシジン パブロンうがい薬 大正製薬 
塩化ベンゼトニウム ルルうがい液 三共 
塩化セチルピリジニウム・塩化リゾ

チーム・グリチルリチン酸二カリウ

ム・マレイン酸クロルフェニラミン 
エスエスブロントローチ＜

クール＞ 
エスエス製薬 

塩酸クロルヘキシジン・塩化リゾチ

ーム・グリチルリチン酸二カリウム 
スカイナートローチ 
 

サンノーバ-エーザイ 
 

塩酸クロルヘキシジン・塩化リゾチ

ーム・グリチルリチン酸二カリウム 
ダントローチ・エース    佐藤薬品-住友製薬・住友製薬ヘル

スケア 
 
 
(17)外皮用薬＜①殺菌消毒薬、②鎮痛・鎮痒・収れん・消炎薬＞ 
（注意） 
● 多くの軟膏にはステロイドなどの禁止物質が含まれている。 
● ステロイド入り軟膏は事前に医師による『略式手続』が必要。 
● 似たような名前で処方が異なるものに注意。 
（例）○オイラックスクール液、×オイラックス Hクリーム 

 

＜使用可能薬例－①殺菌消毒薬＞ 
成分名 商品名 メーカー名 

ポピドンヨード イソジンＳ 

ケンエーイオダイン 

明治製薬 

健栄製薬 

オキシドール オキシドール 各社 
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塩化ベンザルコニウム オスバンＳ 

ラビネットＰ 

日本製薬-武田薬品 

建栄製薬 

グルコン酸クロルヘキシジン オロナインＨ軟膏 

ヒビスコールＳ 

大塚製薬 

サラヤ 

 

＜使用可能薬例－②鎮痛・鎮痒・収れん・消炎薬＞ 

成分名 商品名 メーカー名 
インドメタシン インドメサール 東光薬品-ゼリア新薬 
インドメタシン・l-メントール バンテリンコーワ 

トクホン IDソリューション
興和-興和新薬 
トクホン 

サリチル酸グリコール・l-メントー
ル・グリチルレチン酸 

アイスラブ スプレー 
 

ロート製薬 
 

サリチル酸メチル・サリチル酸グリ

コール・l-メントール・グリチルレチ
ン酸・ユーカリ油・dl-カンフル 

エアーサロンパス EX 久光製薬 

サリチル酸メチル・l-メントール・dl-
カンフル・ノニル酸ワニリルアミ

ド・マレイン酸クロルフェニラミ

ン・チモール 

アンメルツヨコヨコ 
 

小林製薬 

サリチル酸メチル・l-メントール・ハ
ッカ油・dl-カンフル・ノニル酸ワニ
リルアミド・ビタミン E酢酸エチル 

メンフラ A 大協薬品-大正製薬 

サリチル酸メチル・サリチル酸グリ

コール・l-メントール・dl-カンフル・
ニコチン酸ベンジルエステル・チモ

ール・ユーカリ油・カプサイシン 

サロメチール    
 
 

三菱ウェルファーマ-佐藤製薬  
 
 

サリチル酸グリコール・l-メントー
ル・ノニル酸ワニリルアミド・酢酸

トコフェロール・グリチルリチン酸 

チールＡ 
 

トクホン 
 

サリチル酸グリコール・l-メントール
ハッカ成分・dl-カンフル・酢酸トコ
フェロール・グリチルリチン酸 

キュウパップクール 山之内製薬 

クロタミトン・リドカイン・イソプ

ロピルメチルフェノール・ジフェン

ヒドラミン・l－メントール・ｄｌ－
カンフル 

オイラックスクール 藤沢薬品 
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アルギン酸ナトリウム アルロイドＧ（共成-カイゲン）他 
粘液産生・分泌促進薬 
レバミピド 

 
ムコスタ（大塚） 

テプレノン セルベックス（エーザイ）他 
プラウノトール ケルナック（三共） 
胃粘膜微小循環改善薬 
塩酸ベネキサートベータデクス 

 
ウルグート（塩野義）他 

ソファルコン ソロン（大正-大正富山）他 
塩酸セトラキサート ノイエル（第一）他 
 

＜使用可能薬例―②腹痛（鎮痙薬・粘膜分泌抑制薬）＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
臭化ブチルスコポラミン ブスコパン（日本ベーリンガー-田辺）他 
臭化メチルオクタトロピン バルピン（三共） 
臭化水素酸スコポラミン ハイスコ（杏林） 
ロートエキス ロートエキス（各社） 
臭化ブトロピウム コリオパン（エーザイ）、ブトロパン（大洋） 
 

＜使用可能薬例―③総合健胃薬（配合薬）＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
タカジアスターゼ・メタケイ酸アル

ミン酸マグネシウム・炭酸水素ナト

リウム・沈降炭酸カルシウム・チョ

ウジ末・ウイキョウ末・ケイヒ末・

ショウキョウ末・サンショウ末・オ

ウレン末・カンゾウ末 

SM散（三共） 

炭酸マグネシウム・炭酸水素ナトリ

ウム・沈降炭酸カルシウム・リカー

ゼ・乾燥水酸化アルミニウムゲル・

ニガキ末・ウイキョウ末・ショウキ

ョウ末・ケイヒ末・オウバク末・カ

ンゾウ末 

つくし AM散（富山-大正富山）他 
 
 
 
 

ジアスターゼ・メタケイ酸アルミン

酸マグネシウム・炭酸水素ナトリウ

ム・沈降炭酸カルシウム・チョウジ

末・ウイキョウ末・ケイヒ末・ショ

ウキョウ末・サンショウ末・オウレ

ン末・カンゾウ末 

ＫＭ散（東和薬品）他 

 

＜使用可能薬例―④胃腸機能調整薬＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
ドンペリドン ナウゼリン（協和醗酵）他 
メトクロプラミド エリーテン（日本化薬）、テルペラン（帝国臓器-住友、武田）、プリ

ンペラン（藤沢）他 
 
 
(9)総合消化酵素 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
濃厚膵臓性消化酵素、細菌性脂肪分

解酵素、アスペルギルス産生消化酵

素、繊維素分解酵素 

ベリチーム（塩野義） 

ジアスメン、ジアスターゼ、オノテ

ース、モルシン、ボンラーゼ、セル

ロシン AP、パンクレアチン、ポリパ

タフマック E（小野） 
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ーゼ、オノプローゼ A 

ヒロダーゼ、マミターゼ、リパーゼ A、

セルラーゼ AP3、濃厚パンクレアチン 
ポリトーゼ（武田） 

 
 
(10)便秘治療薬 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
緩下剤 
酸化マグネシウム（略称：カ

マ、カマグ） 

 
酸化マグネシウム（各社）、重質酸化マグネシウム（各社）、マグラ

ックス（吉田）他 
カルメロースナトリウム バルコーゼ（サンノーバ-エーザイ）他 
刺激性下剤 
ビサコジル 

 
テレミンソフト坐剤（アベンティス、味の素ファルマ-日本ヘキサル）
他 

ピコスルファートナトリウム ラキソベロン（帝人）、ピコダルム（日新-ゼリア）、ピコベン（日本
ユニバーサル）、チャルドール（大洋、テイコク、三菱ウェルファー

マ）、スナイリン（アボット）他 
センナエキス アジャストＡ（興和） 
センナ・センナジツ アローゼン（科薬）他 
センノシド プルゼニド（チバガイギー-ノバルティス）、センノサイド（大正薬

品-日本化薬）他 
その他 
炭酸水素ナトリウム・無水リン酸二

水素ナトリウム 

 
新レシカルボン（京都-ゼリア） 

 
 
(11)止痢・整腸薬 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
止痢薬 
塩酸ロペラミド 

 
ロペミン（ヤンセン-大日本）他 

タンニン酸アルブミン タンナルビン（各社）、タンニン酸アルブミン（各社） 
塩化ベルベリン キョウベリン（ヘキサル-日本化薬）、フェロベリン（オルガノン）

他 
整腸薬 
ビフィズス菌 

ビオスミン（ビオフェルミン-武田）、ビオフェルミン錠剤（ビオフ
ェルミン-武田）、ビフィスゲン（住友製薬）、ビフィダー（科研）、
ラックビー（日研）他 

耐性乳酸菌 アンチビオフィルス（日研-明治製菓）、エンテロノン-R(味の素ファ
ルマ)、エントモール(山之内)、ビオフェルミン R(ビオフェルミン-
武田)、レベニン(わかもと)他 

ラクトミン 強力アタバニン（日東薬品-住友）、ビオフェルミン（ビオフェルミ
ン-武田）他 

酪酸菌 ミヤＢＭ（ミヤリサン）ミヤリサン BM（ミヤリサン）他 
乾燥酵母 エビオス（アサヒビール-田辺）、乾燥酵母（メルク他）、ビタソート

（丸石） 
過敏性腸症候群治療薬 
臭化メペンゾラート 

 
トランコロン（藤沢）他 
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(12)高脂血症薬 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
HMG-CoA阻害薬 
プラバスタチンナトリウム 

 
メバロチン（三共）他 

シンバスタチン リポバス（万有）他 
フィブラート系 
ベサフィブラート 

 
ベザトール SR（キッセイ）、ベザリップ（中外）他 

クリノフィブラート リポクリン（住友）他 
プロブコール 
プロブコール 

 
シンレスタール（第一）、ロレルコ（大塚製薬）他 

 
 
(13)血圧降下薬＜①Ca 拮抗薬、②ACE 阻害薬、③アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬、④α遮

断薬＞ 

（注意） 
● すべての利尿薬は禁止。（WADA  禁止リスト S8.隠蔽剤） 
● β遮断薬は競技により禁止。 
● Ca拮抗薬、ACE阻害薬、アンジオテンシンⅡ受容体拮抗薬は使用可能。 

 

＜使用可能薬例―①Ca 拮抗薬＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
ジヒドロピリジン系 
第一世代 
ニフェジピン 
 

 
 
アダラート（バイエル）、エマベリン（高田-塩野義）、セパミット（オ
ルガノン）他 

塩酸ニカルジピン ニコデール（シエーリング）、ペルジピン（山之内）他 
第二世代 
ニルバジピン 

 
ニバジール（藤沢）他 

ニソルジピン バイミカード（バイエル）他 
塩酸マニジピン カルスロット（武田） 
塩酸ベニジピン コニール（協和醗酵） 
塩酸バルニジピン ヒポカ（山之内） 
第三世代 
ベシル酸アムロジピン 

 
アムロジン（住友）、ノルバスク（ファイザー） 

ジルチアゼム 
 塩酸ジルチアゼム 

 
ヘルベッサー（田辺）他 

 

＜使用可能薬例―②ACE 阻害薬＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
カプトプリル カプトリル（三共-ブリストル）他 
マレイン酸エナラプリル レニベース（万有）他 
アラセプリル セタプリル（大日本-持田）他 
塩酸デラプリル アデカット（武田）他 
シラザプリル インヒベース（中外-エーザイ） 
リシノプリル ゼストリル（アストラゼネカ）、ロンゲス（塩野義）他 
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リン酸オセルタミビル タミフル（中外） 
 
 
(26)ワクチン（薬価基準適用外） 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
インフルエンザ HAワクチン インフルエンザ HA ワクチン（化血研-藤沢、北里-第一、デンカ生

研）、ビケンHA（阪大微研-田辺） 
 
 
(27)経口避妊薬（薬価基準適用外） 
（注意） 
● ノルエチステロン（含まれる商品名例：シンフェーズ T28、ノリニール T28、オーソ

M-21、オーソ 777-21）は体内でナンドロロンに代謝される成分１７－エチニルー１９
－ノルテストステロンが含まれるため、男子が使用したり、女子でも大量に使用すると

ナンドロロン陽性（アンドロゲン作用）と同等と見なされる。やむをえず使用する場合

は用法・容量を守り、使用の際には必ず申告すること。（競泳ナショナルチームでは『使

用を控えること』、とされている。） 
● 既往症、喫煙により危険性あり。 
● 性感染症の予防にはならない。 

 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
エチニルエストラジオール、

レボノゲストレル 
アンジュ 21、28（帝国臓器）、トライディオール 21、28（ワイス-
武田）、トリキュラー21、28（シェーリング）、リビアン 28（山之
内） 

 
 
(28)卵胞、黄体、混合ホルモン 
（注意） 
● 卵胞ホルモンは経口避妊薬としても用いられる。 
● 黄体ホルモン、卵胞および黄体ホルモン配合剤は月経周期の移動、避妊でも用いられる。

 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
卵胞ホルモン 
結合型エストロゲン 

 
プレマリン（ワイス-武田、旭化成） 

黄体ホルモン 
ジドロゲステロン 

 
デュファストン（第一） 

卵胞および黄体ホルモン配合剤 
エチニルエストラジオール、酢酸エ

チノジオール 

 
エデュレン（ファイザー） 

ノルゲストレル、エチニルエストラ

ジオール 
ドオルトン（シェーリング）、プラノバール（ワイス-武田） 

 
 
 
 



 - 26 -

(29)痔疾用薬 
（注意） 
● 多くの坐薬・軟膏にはステロイドなどの禁止物質が含まれている。 
● 似たような名前で処方が異なるものに注意。ヒドロコルチゾン含有の紛らわしい薬。 
（例）○ポステリザン、×強力ポステリザン、×ポステリザン F 
● ステロイド入り軟膏は事前に『略式手続』が必要。 

 

＜使用可能薬例＞  
成分名 商品名（メーカー名） 

経口剤 

メリロートエキス 

 

タカベンス（高田） 

メリロートエキス・ルチン エスベリベン（ヘキサル） 

トリベノシド ヘモクロン（天藤-武田）他 
パラフレボン・センナ末・イオ

ウ・酒石酸水素カリウム配合 
サーカネッテン（日本新薬） 

ブロメライン・酢酸トコフェロール ヘモナーゼ（ジェイドルフ-小林、堀井） 

坐薬・軟膏 

大腸菌死菌 

 

ポステリザン（マルホ） 
トリベノシド・リドカイン ボラザ G（天藤-武田） 
シコンエキス・アミノ安息香酸エチ

ル・塩酸ジブカイン・塩酸ジフェン

ヒドラミン・セトリミド 

ボラギノール N（天藤-武田） 

 

リドカイン・アミノ安息香酸エチ

ル・次没食子酸ビスマス 
ヘルミチン S（藤沢） 

ロートエキス・タンニン酸 ロートエキスタンニン（佐藤） 

浣腸剤 

グリセリン 

 

グリセリン浣腸（各社）他 

 
 
(30)耳鼻咽喉科用薬 
（注意） 
● 多くの点鼻薬には硝酸ナファゾリンなどの血管収縮剤やステロイドなどの禁止物質また

は関連物質が含まれている。 
● ステロイド入り点鼻薬は事前に『略式手続』が必要。 
● 硝酸ナファゾリンなどの血管収縮剤の点鼻などの局所使用は許される。しかし、何回も

多量に使用して体内に吸収されると、ドーピング違反が疑われる可能性がある。 
 

＜使用可能薬例＞  
成分名 商品名（メーカー名） 

血管収縮薬 
硝酸ナファゾリン 

 
プリビナ（日本チバガイギー-ノバルティス） 

硝酸テトラヒドロゾリン ナーベル（中外）他 
アレルギー性鼻炎治療薬 
クロモグリク酸ナトリウム 

 
インタール（藤沢）他 

フマル酸ケトチフェン ザジテン（日本チバガイギー-ノバルティス）他 
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(31)眼科用薬＜①感染症、②ビタミン類・疲れ目、③アレルギー性結膜炎、④その他＞ 
（注意） 
● ステロイド入り点眼薬は事前に『略式手続』が必要。 

 

＜使用可能薬例―①感染症＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
抗生物質 
塩酸オキシテトラサイクリン・硫酸

ポリミキシン B 

 
テラマイシン眼軟膏（日東メディックファイザー） 

ラクトビオン酸エリスロマイシン・

コリスチンメタンスルホン酸ナトリ

ウム 

エコリシン（参天）他 

硫酸ゲンタマイシン ゲンタシン（シェリング・プラウ）、リフタマイシン（わかもと）

他 
硫酸ミクロノマイシン サンテマイシン点眼液（参天） 
抗菌薬 
レボフロキサシン 

 
クラビット（参天） 

オフロキサシン タリビッド（参天）他 
抗ウイルス薬 
イドクスウリジン 

 
IDU（科研）、I.D.U（住友、千寿-武田） 

 

＜使用可能薬例―②ビタミン類・疲れ目＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
フラビンアデニンジヌクレオチ

ドナトリウム 
FAD（参天）、日点 FA（日本点眼薬）、ビタスト（千寿-武田）、フ
ラビタン（トーアエイヨー-山之内）他 

シアノコバラミン サンコバ（参天）他 
 

＜使用可能薬例―③アレルギー性結膜炎＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
クロモグリク酸ナトリウム インタール（藤沢）他 
フマル酸ケトチフェン ザジテン（三共-ノバルティス）他 
ペミロラストカリウム アレギサール（参天）、ペミラストン（ブリストル） 
塩酸レボカバスチン リボスチン（ヤンセン-参天、日本新薬） 
トラニラスト リザベン（キッセイ）、トラメラス（日本点眼） 
 

＜使用可能薬例―④その他＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
ホウ酸・塩化ナトリウム・塩化カ

リウム・乾燥炭酸ナトリウム・リ

ン酸水素ナトリウム 

人工涙液マイティア（千寿-武田） 

ヒアルロン酸ナトリウム 
 

オペガン（生化学-参天）、オペリード（資生堂-千寿）、ヒーロン（フ
ァイザー）、ヒアレイン（参天）他 

プラノプロフェン ニフラン（千寿-武田）他 
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(32)口腔用薬 
 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名（メーカー名） 

含嗽薬 
アズレンスルホン酸ナトリウム 

 
アズノール･ガーグル（日本新薬）、マズレニンＧ（丸石）他 

アズレンスルホン酸ナトリウム、

炭酸水素ナトリウム 
含嗽用ハチアズレ（東洋製化-小野）他 

ポピドンヨード イソジンガーグル（明治製菓）他 
口腔内炎症治療薬 
アズレンスルホン酸ナトリウム 

 
アズノールＳＴ（日本新薬）、アズレミック（東洋製化-小野）他 

殺菌消毒薬 
塩化デカリニウム  

 
SPトローチ明治（明治製菓）他 

 
 
(33)皮膚用薬（平成 16 年 7月 15 日 一部修正） 
（注意） 
● ステロイド入りの局所・関節内注射は事前に『略式手続』が必要。 

 

＜使用可能薬例＞ 
成分名 商品名（メーカー名） 

抗菌薬 
硫酸フラジオマイシン 

 
フラジオ軟膏（日本化薬）、ソフラチュール（アベンティス） 

硫酸ゲンタマイシン ゲンタシン（シェリング・プラウ）他 
アトピー性皮膚炎治療薬 
タクロリムス水和物 

 
プロトピック（藤沢） 

外用抗ヒスタミン剤 
ジフェンヒドラミン 

 
レスタミン軟膏（興和） 

非ステロイド系消炎・鎮痛薬 
フェルビナク 

 
ナパゲルン（ワイス-武田）他 

ブフェキサマク アンダーム（ワイス-武田）、サリベドール（メルク）他 
消炎・鎮痛パップ剤 
インドメタシン 
 

インサイドパップ（エスエス）、イドメシンコーワパップ（テイカ-
興和）、 
カトレップ（帝國-住友）他 

ケトプロフェン ミルタックス（埼玉第一-第一）、モーラス（久光）他 
フルルビプロフェン アドフィード（リードケミカル-科研）他 
その他 
マルサカルシトール 

 
オキサロール（中外-マルホ） 

 
 
(34)消毒薬 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
グルコン酸クロルヘキシジン ヒビテン（住友製薬）、クロヘキシン液（東洋製化―小野） 
塩化ベンザルコニウム 逆性石鹸(各社)他 
ポピドンヨード イソジン（明治製菓）、マイクロシールド PVP（ジョンソン） 
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(35)電解質補液 
 

＜使用可能薬例＞ 

成分名 商品名（メーカー名） 
開始液（ブドウ糖 2.6％） ソリタ T１号（清水-味の素ファルマ）、ソルデム 1（テルモ）、リプ

ラス 1Ｓ（扶桑）他 
維持液（ブドウ糖 4.3％） ソリタ T３号（清水-味の素ファルマ）、ソルデム 3Ａ（テルモ）、ハ

ルトマンＧ3号（小林製薬）他 
ブドウ糖加乳酸リンゲル液

（ブドウ糖 5％） 
ソルラクトＤ（テルモ）、ラクテック D（大塚工場）、ハルトマンＤ
（小林製薬） 

乳酸リンゲル液 ソリタ（清水-味の素ファルマ）、ソルラクト（テルモ）、ハルトマン
液（ニプロファーマ）、ラクテック（大塚工場）、ラクトリンゲル液

（扶桑）他 
 


